
 

 

 

 

 

 
  

    

 
新型コロナは世界に混乱を招き、ものの見方・考え方、価値観を大きく変化させ、人間の弱点や限界を露

呈させました。しかし、だからこそ私たちは「制御できない」と諦めることなく、ブレイクスルーの道筋を

提言することが肝要です。日々の一面的な情報に振り回されることなく、深く思索する癖を付けましょう。 
 

 

本校では、デジタルツールを「賢い道具」として位置付け、効果的に活用しています。一方で、新

たな社会 Society5.0 を生き抜く原点として、活字の本に親しみ、言葉を鍛えて、思考する力を養う

ことを大切にしています。特に、思考力における紙の優位性は、読むことにも、書くことにも有意

差が見られ、身体感覚で味わるリアルや対面でのコミュニケーションなど、常に五感を研ぎ澄ませ

てこそ、人間らしい生き方ができます。デジタルとは本質が異なります。  

加藤周一氏の名言に「言語の危機はアイデンティティーの危機である」とあります。私たち人間

は、「考える葦」（パスカル）であり、「我思う、故に我あり」（デカルト）の言葉にある通り、思考す

るための言語力が脆弱になり、自分が自分であることに存在証明が揺らいでしまっては大変です。 

しっかりした自己肯定感・自己有用感を育むためにも、言葉を徹底的に鍛えてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭島市立富士見丘小学校  令和  4 年  ２月 2４日  

 校長だより  No. 2１       稲  垣   達  也  



【校 長 賞】 

<最優秀> ５年生 T.K さん 

自分らしい生き方を説得力のある文章構成で論述している。 
 

<優 秀>  １年生 M.U さん  大好きな図工にあふれた星を豊か      

な発想でイメージしている。   
２年生 K.I さん    十年後の未来を地球規模で見据え  

て、思索を深めている。  
３年生  Y.O さん   自然災害や環境など現代社会の課  

題に目を向けて熟考している。  
４年生 Y.A さん   なりたい自分を友達像につなげて、 

自分事として思惟している。  
５年生 H.M さん    身近な体験に基づき筋道を立てて、 

自分の考えを論述している。  
６年生  A.S さん    大人や世界に目を向け、学びの大 

切さを論理的に展開している。 
 

【入 選】１年 S.T  R.S  N.Y  F.N            ２年 A.M  Y.M  T.T  H.T  Ｙ.O 

３年 K.H  S.T  S.S  S.M  Ｍ.F        ４年 K.S  R.T  Y.S  H.K  K.N  A.N  R.Y 

５年 M.N  T.T  S.O  A.K  K.Y  Y.S   ６年 M.Y  S.M  S.M  R.U  S.S   S.T （敬称略） 

 

【校 長 賞】  <最 優 秀>   第５学年テーマ ＜人生を豊かにするのは…＞ 

T.K さん「自分らしい生き方を説得力のある文章構成で論述している。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔講評〕 「友達と比べてしまうと、自分ができないことばかりに目がいって、自分の得意なことや好きなこ

とがみえなくなります。」と書いています。でも、比べることで学ぶこともあると思うことも。そう

して「自分なりの生き方をする」ことが人生を豊かにするのだと結んでいます。説得力のある構成で

400字内によくまとめられています。 （学校図書館スパーバイザー 藤田 利江 氏） 

選定理由 

講 評 

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/r4shisaku000saiyusyu.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/r3shisaku001nen.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/r3ahisaku002nen.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/r3ahisaku003nen.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/r3shisaku004nen.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/r3ahisaku005nen.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/r3ahisaku006nen.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/11ST.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/12RS.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/13NY.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/14FN.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/21AM.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/22YM.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/23TT.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/24HT.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/25YO.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/31KH.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/32ST.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/33SS.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/34SM.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/35MF.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/41KS.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/42RT.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/43YS.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/44HK.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/45KN.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/46AN.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/47RY.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/51MN.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/52TT.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/53SO.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/54AK.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/55KY.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/56YS.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/61MY.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/62SM.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/63SM.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/64RU.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/65SS.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/08covtd/contest/66ST.pdf


【校 長 賞】  <優 秀>   第１学年テーマ ＜住んでみたいな こんな星＞ 
M.U さん  「大好きな図工にあふれた星を豊かな発想でイメージしている。」 

 

図工が大好

きな素直な気持ちが伝

わってきます。はさみ

が伸びたり縮んだりす

るし、糊は何でもくっ

つけることができます。

そして、クレヨンの形

をした建物。こんな図

工の星に住んだら、誰

でも図工が好きになる

ことでしょう。夢にあ

ふれた星のイメージを

しっかり表した作品で

す。 

（藤田 利江 氏） 
 

【校 長 賞】  <優 秀>   第２学年テーマ ＜10 年後のよりよい未来＞ 
K. I さん   「十年後の未来を地球規模で見据えて、思索を深めている。」  

 

 

困っている人を助ける

ことでたくさんの大人が

仕事をするようになり、子

どもたちの勉強のお金が

払えるようになる。 

リサイクル活動もたく

さんできるようになって、

地球の自然が守られる。 

このように地球規模で

未来を考え、人々を助ける

ことが未来を良くするこ

とにつながると言います。 

しっかり未来を見据え

ている表現が素晴らしい

です。 

（藤田 利江 氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選定理由 

講 評 

選定理由 

講 評 



【校 長 賞】  <優 秀>  第３学年テーマ ＜社会に役立つロボットを作るとしたら」＞ 
Y .O さん  「自然災害や環境など現代社会の課題に目を向けて熟考している。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

筆者が作りたいロボットは二つ。一つは自然災害が起きた時に活躍するロボット、もう

一つは環境を守るロボットです。その具体例として、地震が起こる日を教えてくれたりゴ

ミを捨てる人を見つけて注意してくれたりします。どんなことをしてくれるロボットか、

そのロボットがいたらどういうことに役立つかをきちんと書いています。（藤田 利江 氏） 
 

【校 長 賞】  <優 秀>   第４学年テーマ ＜いい友達って？＞ 
Y.A さん  「なりたい自分を友達像につなげて、自分事として思惟している。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

３年生の時より今の自分はレベルが上がったと感じている筆者。悩んだり落ち込んだ

り困っていたりする人がいたら、駆け寄って助けてあげたいと言います。お家の人からのアド

バイスも受け止めて、友達をたくさん作りたいとも思っています。自分がどんな人になりたい

かを考えることで、「友達像」につなげています。（藤田  利江  氏）  

選定理由 

講 評 

選定理由 

講 評 



【校 長 賞】  <優 秀>   第５学年テーマ ＜人生を豊かにするには＞ 
H.M さん  「身近な体験に基づき筋道を立てて、自分の考えを論述している。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ずばり「人との関わりが大切」と考える筆者は、自分とは違う人たちには関わった時に新     

しい発見があると言います。自分の体験と結び付けて、人生が豊かになったという思いも伝

えています。また、休校になった時のことを思い出すと、今はありがたいと思うことも。身

近な体験と自分の考えを上手につなげています。 （藤田 利江 氏） 
 

【校 長 賞】  <優 秀>   第６学年テーマ ＜人はなぜ学ぶのか＞ 
A.S さん  「大人や世界に目を向け、学びの大切さを論理的に展開している。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人が学ぶ理由を筆者は「楽しいから」と考えました。でも、難しい問題に直面すると嫌になることもあ

ります。それを乗り越えた時に得られる快感。その繰り返しがあるから「学びは楽しい」と言います。大

人や世界にも目を向けていて、学べるありがたさを一緒に感じることができる作品です。（藤田 利江 氏） 

選定理由 

講 評 

選定理由 

講 評 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の一部紹介

の一部紹介

の一部紹介

の一部紹介


